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研究成果の概要 

2024 年度は、3 グループ(柳田、石黒、内田)で定期的なミーティングを行いながら、堅牢な人工

嗅覚を実現する集積化センサシステムの創製・設計の実現にむけた課題を整理し、その解決のた

めの界面材料・回路の開発を行った。柳田グループでは、ZnO ナノワイヤ表面における有機分子

修飾が、ファンデルワールス相互作用を介して反応生成物の脱離性を向上させることを実証し、堅

牢なガスセンシング機構の新原理を提示した。また、有機テンプレート分子の構造保持性とTiOxの

成膜挙動の関係を QCM や IR で解析し、分子形状を反映した選択的吸着界面の形成に成功し

た。内田グループでは、堅牢な人工嗅覚センサ集積化デバイスの創製を目指して、歩留まりが高く、

ばらつきも小さく、高速な応答をする Pt 水素センサを作製し、その動作解析を行った。また、大気

中で安定に動作するセンサとしてWO3ナノワイヤセンサを開発し、その抵抗値を変化させる技術を

開発するとともに、そのメカニズムを明らかにした。石黒グループでは、大規模センサデータ測定シ

ステムを構築した。長期にわたる測定を実施することで、センサデバイスの経時劣化による特性ドリ

フトを評価し、ドリフトを補正するための信号処理技術の開発を本格的に開始した。柳田・石黒グル

ープが共同開発した自己ジュール加熱型酸化物センサアレイでは、単一材料・単一チップ上での

温度多重センシングと高密度集積を両立し、バナナ熟成度やアロマオイル識別における高精度セ

ンシング（正解率 98%）と消費電力の低減を同時に実現した。 
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